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【諸言】 

 日常生活や、スポーツの能力を向上させるに

いたって体力は必要とされてきた。中でもスポ

ーツや健康の維持、増進において重要な役割を

果たしているのは行動体力であり、その機能的

要素には７つある。多くの運動があるが水泳は

学習してはじめて習得することのできる運動で

ある。中でも競泳は世間一般によく知られてい

る。自由形、背泳ぎ、平泳ぎ、バタフライと種

目ごとに体力特性を明らかにし、各種目の泳パ

フォーマンス向上に必要な要素を検討すること

を目的にした。 

 

【方法】 

 対象は日本学生選手権シード校の某大学水泳

部競泳部門の男子、2007 年から 2009 年にかけ

て述べ54名分のデータを使用した。内訳は自由

形（Fr）20名、背泳ぎ（Ba）10名、平泳ぎ（Br）

15名、バタフライ（Fly）9名、である。上肢お

よび下肢の筋力、上肢およびパワーを評価する

ため、ベンチプレスおよびスクワットの 1RM、

プルオーバースロー、垂直跳びの4項目を行っ

た。これらの結果はSPSSを用いて統計処理を行

い、4 種目間の比較検討には一元配置分散分析

を用いた。Ｆ値が有意であった場合にはその後

の検定として Bonferroni 法を用いて差を検討

した。有意水準は5％未満とした。 

 

【結果】 

 各項目の種目間での比較では、スクワットに

おいて、Fr（102.1±14.6kg）よりも Br

（119.8±16.2kg）のほうが有意(p<0.05)に高

い値が、Ba （ 93.8±18.5kg ）よりも Br

（119.8±16.2kg）のほうが有意(p<0.01)に高

い値が認められた。ベンチプレス、プルオーバ

ースロー、垂直跳びにおいては、いずれの種目

間にも有意な差は認められなかった。 

 それぞれの種目において、各項目とシーズン

ベストタイムの関係について検討したところ、

Fr ではベンチプレスに有意(r=-0.456,p<0.05)

な 、 プ ル オ ー バ ー ス ロ ー に 有 意

(r=-0.523,p<0.05) な 、 垂直跳びに有意

(r=-0.605,p<0.01)な、Ba ではスクワットに有

意(r=-0.751,p<0.05)な、Br では垂直跳びに有

意(r=-0.599,p<0.05)な相関関係が認められた。

Fly においてはどの項目も有意な相関関係を認

めることができなかった。 

 

【考察】 

Frはもっとも速い泳ぎであるため、上肢およ

び下肢パワーの値を高めることが記録向上につ

ながると考えられる。また速い選手ほどベンチ

プレスで重い重量を挙上していたため、上肢筋

力が推進力において直接的に関与していること

がうかがえる。Brではスクワットにおいて他種

目より有意に重い重量を挙上することができた。

それは、キックの局面で他種目より脚筋を使用

し、下肢筋力が高いからであると考えられる。

また、垂直跳びでは速い選手ほど高く跳躍でき

たため、記録を向上させる要因の一つとして下

肢パワーの増大が考えられた。Baではスタート、

ターン時にバサロキックを打つことが重要視さ



れており、速い選手ほどスクワットで重い重量

を挙上していたことから、Baには下肢筋力が求

められていることが推察された。 

 

【結論】 

 Brは他種目より下肢筋力が優れているが、記

録の向上にはキックの速度を高め下肢パワーを

大きくすること、Frは上肢筋力を高め、上肢お

よび下肢の筋パワーを高めることが記録向上の

要因になる。Baはスタートおよびターン時に見

られるバサロキックの導入により下肢筋力を高

めることが要求される。Fly は筋力やパワーよ

りも技術的な側面が重要であると考えられる。 

 


